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EUの建築分野の温暖化対策

　EUでは、全エネルギー消費に占める建築分野のエネ

ルギー消費の比率が40％に達するから、EUにとって建

築分野の省エネルギーはCO2 排出削減に最も効果的で

ある。そのため、EUは2002年12月にEPBD（Energy

Performance of Building Directive、建築物のエネル

ギー性能に関する指令）を制定した。EPBDを受けて制

定されたMandate 343には欧州規格（CEN）の具体的な

整備方法が定められ、CENの整備を通じてEPBDを実

行する政策が進められてきた。また、2006年には欧州

委員会がエネルギー効率への行動計画である“Realising

the Potential”を公開し、EUとして2020年までに20％

の省エネルギーを実現する政策を唱えている。この行

動計画は建築部門のエネルギー効率の向上を最上位に

位置づけ、その省エネ率を28％と見積もっている。こ

れは、EU全体としての省エネ率20％の過半である11％

強を建築部門が占めることを意味している。

CEN規格の整備状況

　Mandate 343を受けたCEN規格の整備は、CENの５

つの技術委員会（TC）が分担して行った。結果として整

備されたCEN規格数は40に達する。2007年中にはこれ

らの規格が公開され、2009年にかけてEU加盟国の法規

制に取り込まれて実施に移される。CENの技術委員会

は、各国での実施経験を分析して問題点を洗い出し、

2010～2012年にはCEN規格類の更新・改善を予定して

いる。

ヨーロッパ規格から国際規格へ

　前出のISO/TC163の第19回会議で、以上の経過を経

て整備されたCEN規格類を、ISO/TC163が中心となっ

てISO化する議案が提出され承認された。

　もともと、ISOの技術委員会（TC）にはその業務範囲

（Scope）が定められている。しかし、CENで整備して

きた規格類は、それまでのTC163の業務範囲を大きく

逸脱している。そのため、同会議ではTC163の業務範

囲を拡大する議案が同時に提案され、これも承認され

た。拡大された業務で注目すべき点は、新築建物だけ

でなく既存建物が追加されたこと、建物だけでなく建

築設備を含め、建物と設備を一体として省エネ性を評

価することが追加されたことである。TC163の従来の

業務と、第19回の会議で追加が承認された業務一覧を

表－１に示す。

　CENでは５つの技術委員会が規格整備に関わった。

そのため幅広く精力的な整備が行われたが、一方で

は、横断的な見直しや制定が行えず作業効率の低下を

招いた。この反省を踏まえ、ISOでは、建築・住宅分

野の規格策定作業の受け皿を分散させず、ほぼTC163

に集中させることになったのである。

ISO/TC163の作業計画

　第19回ISO/TC163の会議で、CEN規格類に基づいた

ISO規格の整備方法を審議するため、テーマ別に、既

存のWG（ワーキンググループ）への割り振りと新たな

WG等の設置が行われた。各WGの審議結果は、2008年
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熱と湿気の移動、及び温度と湿度条件に関する測定と
計算方法�

建物のエネルギー使用に関する測定と計算方法�

建物の暖冷房負荷に関する測定と計算方法��

建物と建物構成要素の熱、湿気、エネルギー性能に関
する現場測定法�

気象データを含む計算のための入力データ�

測定法と評価基準を伴った断熱材、製品、システムの
仕様�

用語�

ISOの熱湿気性能に関する全般的な調査と調整�

昼光の計算方法��

換気と隙間風の計算方法�

建築設備、及び建築と建築設備を一体化さ
せたエネルギー性能の計算�

定義、物理量、記号を含めた用語�
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４月に南京で開催される20回大会で報告される予定で

ある。ISO規格の制定の時期は、上記のCEN規格類が

更新・改善される時期に合わせ、2010～2012年に設定

されている。ISO/TC163に設置されたWG等の役割分

担を表－２に示す。

日本の対応

　ISO/TC163国内分科会の日本の事務局は、建築・住

宅国際機構（IIBH）である。第19回ISO/TC163の決議を

受け、IIBHのTC163/SC2の国内分科会で日本としての

対応方法を審議し、表－２の各WG、AHG毎に対応す

る態勢を整えた。日本としての当面の目標は第20回

ISO/TC163に対応することであるが、具体的な規格策

定は、その先数年かけて行われる。京都議定書以降の

温暖化対策も視野に入れた規格策定作業に、日本とし

ての貢献が求められている。

おわりに

　ISOを通じた建築・住宅分野の省エネと温暖化防止へ

の取り組み、及び日本の対応状況を簡単に紹介した。

　民生部門の省エネと地球温暖化対策としては、日本

では、例えば、冷房時の設定室温を上げるといった「住

まい方」が強調される面がある。たしかに「住まい方」の

意識改革も必要ではあるが、「もの」や「システム」を提

供するサイドにとって、省エネ技術改革への不断の取

り組みは重要である。特に、EUがCENを通じて行って

きたように、建築・住宅の省エネに偏することなく、

設備、部品等を含めて横断的に評価するシステムの整

備は必須である。

　本稿で紹介したEUの歩みは見習うべきものが多い

が、好ましいことと安心ばかりしてはおれない。何故

なら、現在 ISO/TC163等で取り組もうとしている規格

整備が、将来的に、日本の建築、住宅分野の産業に影

響を及ぼすことが十分に予想されるからである。EUは

民生部門のエネルギー消費の比率が高く、そのため建

築・住宅分野の省エネと温暖化対策を推進しているこ

とは勿論であるが、それだけでなく、EUがCENのISO

化を国際戦略の一環として位置付けていることも間違

いない。このような観点から、建築、住宅、住宅設

備、部品の関係者の方々が、TC163等のISOの活動と

日本の対応に、関心を高めていただくことを願いた

い。 （ISO/TC163国内分科会委員長）

表－２　CEN規格類のISO化に対応するTC163の体制整備（第19回TC163会議）�
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建築設備の監視と点検�
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建物、設備、制御、室内環境を含む計算基準（ベンチマークテスト）と評価基準�
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窓と外壁の熱、日射、昼光特性�
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